
 

自衛隊はイラクから撤退を！ 軍事占領をやめ、国連中心の復興支援を

●
立
ち
上
が
っ
た
基
地
街
の
市
民
● 

 

米
軍
ヘ
リ
の
墜
落
事
故
に
抗
議
し
、
「
世
界
一
危
険
な
基
地
」
と
い

わ
れ
る
沖
縄
・
普
天
間
基
地
の
閉
鎖
・
撤
去
を
求
め
て
、
宜
野
湾
市
民

大
会
が
12
日
、
開
か
れ
ま
し
た
。
炎
天
下
、
３
万
人
が
集
ま
り
、
市
長

を
は
じ
め
、
小
学
生
か
ら
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
ま
で
同
じ
思
い
で
、
発
言

し
ま
し
た 

●
い
の
ち
を
守
れ 

小
学
生
も
発
言
● 

 

伊
波
洋
一
市
長
「
辺
野
古
沖
へ
の
移
設
で
は
普
天
間
基
地
の
危
険
を

取
り
除
け
な
い
。
た
だ
ち
に
基
地
機
能
を
停
止
さ
せ
、
閉
鎖
と
返
還
を
」
。

小
学
校
６
年
生
・
島
袋
洋
奨
君
「
み
ん
な
大
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
不
安
な

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
。
安
心
し
て
生
活
で
き
る
環
境
を
」
。
中
部
商
業
高

校
２
年
生
・
比
嘉
由
梨
恵
さ
ん
「
身
震
い
し
、
頭
が
真
っ
白
に
な
り
ま

し
た
。
平
和
な
未
来
が
欲
し
い
」
。
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
・
花
城
清

英
さ
ん
「
子
ど
も
た
ち
の
未
来
が
明
る
い
も
の
に
な
る
よ
う
に
老
人
ク

ラ
ブ
も
が
ん
ば
る
」 

イ
ラ
ク
戦
争
―
―
大
義
な
き
違
法
な
戦
争

で
あ
る
こ
と
が
い
よ
い
よ
明
ら
か
ー
ー 

ア
メ
リ
カ
の
パ
ウ
エ
ル
国
務
長
官
は
13
日
、「
イ
ラ
ク
に
大
量

破
壊
兵
器
は
な
い
」と
証
言
し
ま
し
た
。イ
ラ
ク
戦
争
の
口
実
な
ど

も
と
も
と
成
り
立
た
ず
、
大
義
な
き
戦
争
で
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
た

の
で
す
。ま
た
ア
ナ
ン
国
連
事
務
総
長
は
15
日
、「
イ
ラ
ク
戦
争
は

違
法
な
戦
争
」と
批
判
し
ま
し
た
。こ
ん
な
侵
略
戦
争
の
た
め
に
何

万
人
も
の
イ
ラ
ク
人
が
殺
さ
れ
、い
ま
も
米
軍
（
多
国
籍
軍
）の
無

差
別
攻
撃
で
犠
牲
者
が
増
え
続
け
て
い
る
の
で
す
。
多
国
籍
軍
の

一
員
と
な
り
、
軍
事
占
領
を
支
援
す
る
自
衛
隊
の
撤
退
を
求
め

ま
し
ょ
う
。 

宜野湾市民大会の決議から 
○謝罪と完全補償を早急に実施すること 
○すべての米軍機の民間地上空での飛行を直ちに中
止すること 
○ヘリ基地としての運用を中止すること 
○危険極まりない普天間飛行場を早期返還すること
 ○ＳＡＣＯ合意を見直し、辺野古沖への設を再考す
ること 

 ○日米地位協定を抜本的に見直しすること 
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